
芸術・文化
施策コード 友部公民館 ・文化芸術への理解を深め，享受するとともに，自ら創造するなど積極的な活動を行うこと。・かさまの文化に誇りをもち，こ

れを積極的に発信すること。・文化芸術活動をする個人団体が活発な交流を図るとともに地域の活性化を進める。5-3-2 岩間公民館

平成２８年度施策評価シート（平成２７年度実施事業）
作成主管課 生涯学習課 ２　施策の成果向上に向けての市民と行政との役割分担をどう考えるか

関係課

笠間公民館

市民の役割

　　　市民(地域・団体・事業所）が自助でやるべきこと。共助でやるべきこと。市と協働でやるべきこと。

施策名

政策体系
政策 人が輝き、豊かな文化を創造・発信するまちづくり

行政の役割

　　　市がやるべきこと。県がやるべきこと。国がやるべきこと。
小政策 個性と創造性豊かな笠間の文化を広げていきます ・市民のニーズに応じた芸術文化を支える環境の整備。・文化協会等の文化芸術団体との連携強化。・笠間市が有する資

源の発見と積極的な活用。・独自の地域文化を活かした地域の活性化。・芸術文化に関する情報の市民団体への提供。・
芸術文化活動への助成や支援。・芸術文化活動，発表する場である施設の整備。

現況と課題

社会経済の変化による地域コミュニティや経済面の衰退などから、芸術・文化を支える基盤の脆弱化が懸念され
ます。芸術・文化は、生活の質の向上を図るうえでも欠かせないものであり、今後の成長の源泉でもあります。ま
た、文化交流都市を将来像とする本市は、笠間焼など、国内だけではなく、世界に発信できる、誇れる歴史と風
土が育んだ芸術・文化の環境をもっています。
 本市では、平成２０年に第２３回国民文化祭を実施した後、専門組織である文化振興室を設置し、クールシュ
ヴェール（現：かさま）国際音楽アカデミー事業や全国子ども陶芸展などの芸術・文化事業を推進するとともに、
多数の芸術・文化に関係する市民活動団体の支援を行ってきました。また、田園や里山風景、それがもたらす農
の実り、歴史と由緒ある神社や仏閣、窯業や石材業などの産業文化については、観光などの経済面と芸術面の
双方の観点から連携を図る取り組みも進めてきました。
 今後は、本市の魅力の核となる芸術・文化資源の発信力を強化するとともに、市民が身近に感じ、ふれる環境
の構築と、他分野との連携促進による新たな笠間文化の創造を図っていく必要があります。

３　平成２７年度の取組状況

取組状況等

　　　取り組み内容と成果，成果が得られた要因として考えられること。
・かさま国際音楽アカデミー，高齢者芸術鑑賞事業等の実施により，市民が良質の芸術文化に接する機会が増えた。
・全国こども陶芸展開催により，自由な想像力を発揮する場を提供するとともに「陶芸のまちかさま」を全国に発信することが
できた。
・市内小・中学校5校にアーティストを派遣し，本物の芸術に触れる機会を提供した。

４　施策の評価（現状分析）

○市民実感度指標と数値指標の分析による当該施策の位置

　領域Ⅰ　現状を維持しつつ，効率化を目指す領域

　領域Ⅱ　施策を構成する事務事業及び事業内容等を見直し
　　　　　　 市民実感度を高める必要のある領域

　領域Ⅲ　施策並びに構成する事務事業の必要性を検討する
              領域

　領域Ⅳ　施策の重点化を図り市民実感度を高める必要がある
              領域

　
　
　
　
実
感
度

　Ⅲ 　Ⅰ

施策目標

市民の芸術・文化活動の支援と幅広い年齢が気軽に参加できる環境を構築するとともに、他分野連携による芸
術・文化資源を活用した新たな価値の創造と笠間文化の発信に努めます。

　Ⅳ 　Ⅱ

１　総合計画進行管理

市民からの
意見・反応等

・かさま国際音楽アカデミー事業についての費用対効果が求められている。

   達成度
（１）目標指標１

H28

達成度評価

　　　指標を分析した結果施策目標は達成されたのか

芸術・文化に親しんでいると感じている市民の割
合

市民実感度 33.570 39.610 35.340 33.780 33.740

市民実感度指標 H23現状値 H24 H25 H26 H27

0.000 ・青少年劇場小公演を，小学校に加えて中学校でも実施することにより達成度が高まった。
・こども陶芸展の応募数は，前年度を下回り，目標指標を達成できなかった。加重平均値 2.194 2.382 2.243 2.244 2.218 0.000

0.000

当施策を重要と感じている市民の割合
重要度 74.820 72.890 72.870

0.000

加重平均値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
※※※※※※

市民実感度 0.000 0.000 0.000 0.000

73.980 0.000

加重平均値 3.086 2.990 3.020 3.068 0.000

（２）目標指標２

構成事務事業
の適正性

11 12 0

芸術・文化関連事業への参加者
数（全国子ども陶芸展作品応募
数）

目標値 点 1270 1300

150 0

ベンチマーク 0 0 0

　　　施策目標を達成するための手段（事務事業）の構成は妥当か

数値指標 単位 H23現状値 H24 H25 H26 H27 H28 ・施策目標を達成するための事業構成は妥当であり，豊かな文化を創造発信するまちづくりを進めていくため，今後も個性
と想像性豊かな「かさまの文化」を広げていく。

芸術・文化関連事業の開催回数
（青少年劇場小公演）

目標値 回 8 8 8 8 8

実績値 回 8 8 8

0 0 0

達成度 ％ 100 100 137.5

1320 1350 1380

実績値 点 1248 1379 1359 1428 1319 0

残された課題

　　　平成２８年度以降に残る課題，その要因として考えられること。

達成度 ％ 108.58 104.53 108.18 97.7 0 ・全国こども陶芸展については回を重ねているため，マンネリ化を防ぐ企画を検討する。
・各種文化団体は，高齢化が進み，団体数も減少傾向である。
・多くの市民が芸術文化に親しむことのできる施策を進める必要がある。
・筑波海軍航空隊記念館の存続と今後の運営についての課題を整理する。
・かさま国際音楽アカデミーについて，今後の方向性を決定する。

ベンチマーク 0 0 0 0 0 0

0 0 0

実績値 0 0 0 0 0 0 0

目標値 0 0 0

0 0 0 0

ベンチマーク 0 0 0 0 0

達成度 ％ 0

0

0 0 0

ベンチマーク 0 0 0 0 0 0

※※※※※※

５　今後の方向性

実績値 0 0 0 0 0 0 0

達成度 0％ 0 0 0 0
※※※※※※

目標値 0 0 0

取組方針

　　　平成２９年度に向けた施策方針

数値指標
の考え方

指標設定
の考え方

・文化にふれる機会と文化資源の発信力の目安となるためこども陶芸展の参加者を指標とした。 ・全国こども陶芸展では，前回とは違った企画を盛り込むなどの創意工夫をする。
・市内にある美術館などの地域資源の利活用を図り，多くの市民が芸術文化に触れる機会を提供する。
・筑波海軍航空隊記念館の存続と今後の運営についての課題を県と協議し，方針を決定す
る。
・かさま国際音楽アカデミーについて，県との連携を検討するともに，今後の方向性を決定する。

目標値設定
の考え方

・陶芸展の作品応募数については，参加者の陶芸を行える環境に大きく影響を受けるため微増する
目標とした。

 総合計画後期基本計画の内容 

100 

2.5 

4.0 

 ※H24.2月策定  総合計画後期基本計画の内容 

100 

2.5 

4.0 

 ※H24.2月策定 



シート３－１　施策構成事務事業貢献度評価

平成２５年度平成２６年度平成２７年度 3カ年計 3カ年平均

22,907 23,364 35,763 82,034 27,345

成果指標① 単位 平成２５年度平成２６年度平成２７年度 平成２５年度平成２６年度平成２７年度

1 旧岩間公民館解体事業 平成28年度事業

102　建
設・整備
事業

0 0 0 　 0 0 0

01　芸術・
文化資源の
活用体制の
強化

生涯学
習課

―

2
文化振興基本計画策定事
業

文化資源を活用し，郷土理解，郷土愛を育み，文化的で豊かな社会生活がおくれ
るように，文化施策を総合的・計画的に推進するための計画を策定する。  なお，文
化は芸術と呼ばれるものから日常の生活様式に至るまでその範囲は広いが，計画
は芸術，芸能を中心に記載する。（平成27年度予算０査定）

104　計
画策定
事務

計画書 部 0 0 0 市単独 0 0 0

01　芸術・
文化資源の
活用体制の
強化

生涯学
習課

―

3 文化振興事業
友部・岩間文化協会に旧笠間で活動している文化団体を統合し、笠間市文化協会
を創設。市内の文化団体を総括し加盟団体相互の交流、文化の振興を図ってい
る。

106　政
策的事
業

団体数 団体 33 31 27 市単独 549 549 559

01　芸術・
文化資源の
活用体制の
強化

生涯学
習課

7

4
全国こども陶芸展推進事
業

陶芸を通して子ども達の豊かな感性を養い、自由な想像力を発揮する場の提供を
すると同時に「陶芸の里かさま」を全国に発信する。また、市内の児童生徒を対象に
出展する作品づくりのための陶芸教室を開催している。

106　政
策的事
業

作品応募数 点 1,359 1,428 1,319 　 5,354 5,802 5,887

01　芸術・
文化資源の
活用体制の
強化

生涯学
習課

5

5
筑波海軍航空隊展示運営
事業

映画「永遠の０」のロケにも使用された、旧筑波海軍航空隊司令部庁舎の公開ととも
に、隊員等の遺品の展示や記録映画を作成し、現存する史跡の保存とその史実を
後世に伝える。 現在、筑波海軍航空隊記念館の運営は、実行委員会が主体で運
営を行い、市が人件費及び運営経費の一部を委託料として支出している。実行委
員会による記念館運営はH27/８末で終了。その後は、笠間市が各種経費・人件費
を含め委託により運営を行う。

106　政
策的事
業

入場者数 人 32,656 68,939 50,837 市単独 5,381 8,748 17,227

01　芸術・
文化資源の
活用体制の
強化

生涯学
習課

8

6
かさま国際音楽アカデミー
事業

世界最高峰の講師陣によるヴァイオリンとピアノのレッスンを8日間にわたり開催し、
世界に羽ばたく若手音楽家を育てるとともに、関連プログラムを通して地域のイメー
ジアップと音楽文化の振興を図る。  アカデミーもＨ27年度で12回を数え、受講生が
コンクールで入賞、またはプロとして活躍するなど一定の成果が得られた。一方で
事業の財源である補助金や企業からの協賛金の確保が困難になり、市の財源負担
が増えることにより、Ｈ30年度（第15回）をもってアカデミーを終了とする予定。

106　政
策的事
業

レッスン・コン
サート入場者
数

人 1,953 2,000 2,601 国補助 8,729 5,011 8,749
02　芸術・
文化事業の
推進

生涯学
習課

10

7 青少年劇場小公演事業
市内小学校に芸術家，アーティストを派遣し，芸術鑑賞や芸術家との共演等で真の
芸術に触れる機会を提供し，青少年の豊かな人間形成に寄与する。

106　政
策的事
業

観客数 人 1,461 1,987 2,418 　 848 1,196 1,304
02　芸術・
文化事業の
推進

生涯学
習課

3

8 高齢者芸術鑑賞事業
６５歳以上の高齢者を対象に芸術文化の鑑賞機会を提供(日動美術館,春風萬里
荘入場無料）し，芸術文化に対する意識の高揚を図り，地域資源の活用を推進す
る。元気かさま応援基金対象事業

106　政
策的事
業

入場者数 人 1,733 1,792 1,667 　 1,200 1,200 1,200
02　芸術・
文化事業の
推進

生涯学
習課

5

9
市民展覧会・公民館まつり
事業（笠間）

市民展覧会は，多くの芸術創作を試みる市民から作品を公募し，広く市民が芸術を
鑑賞できる機会を設けるものである。 公民館まつりは，公民館を利用する各団体で
取得した技術の成果と発表の場を設けることにより，市民相互における文化交流を
目的としている。

106　政
策的事
業

参加団体数
(公民館まつ
り）

件 36 35 0 市単独 676 685 685
02　芸術・
文化事業の
推進

公民館 6

10 公民館まつり事業（友部）
３館同期間で実施し、団体、個人が取得した技術と成果の鑑賞の機会を設け芸術
文化と市民相互の交流を図る。
市民芸能発表会は笠間公民館大ホールで３館合同で開催している。

106　政
策的事
業

参加団体数 件 89 90 0 市単独 127 138 117
02　芸術・
文化事業の
推進

公民館 6

11 公民館まつり事業（岩間）
公民館まつりは，公民館を利用する各団体が習得した技術成果の発表の場を設
け，市民相互の交流を通して文化交流を図ることを目的としている。

106　政
策的事
業

参加団体数 件 46 45 32 市単独 43 35 35
02　芸術・
文化事業の
推進

公民館 6

事業費合計施策名 02　芸術・文化

担当課
貢献度
評価

補助
区分

事業内容施策を構成する事務事業
事務事
業性質

成果 事業費（千円）
小施策

1 1



　　　　　シート１施策内事務事業目的直結度評価

義務的事業，内部事務事業

5 7

施策名 芸術・文化

1

3

2 4

6 8 9

青少年劇場小公演事業 高齢者芸術鑑賞事業
全国こども陶芸展推進事業
文化振興事業

かさま国際音楽アカデミー事業
筑波海軍航空隊展示運営事業
市民展覧会・公民館まつり事業（笠間）
公民館まつり事業（友部）
公民館まつり事業（岩間）

施
策
目
標
に
対
す
る
事
務
事
業
の
意
図
 

施
策
目
標
に
対
応
し
て
い
る
 

施
策
目
標
に
概
ね
対
応
し
て

い
る
 

化
な

施
策
目
標
に
間
接
的
で
あ
る
 

施策の対象と事務事業の対象 

施策の対象と一致している 施策の対象と概ね一致している 施策の対象と間接的（少数）である 



　　　　　シート２施策内事務事業貢献度評価

   

事務事業の成果基準の説明

義務的事業，内部事務事業1 2 4 事務事業の休廃止検討エリア

市民展覧会・公民館まつり事業（笠間）
公民館まつり事業（友部）
公民館まつり事業（岩間）

筑波海軍航空隊展示運営事業

9 12

施策名

3 5 7

11

6

芸術・文化

青少年劇場小公演事業 全国こども陶芸展推進事業
高齢者芸術鑑賞事業

文化振興事業

8 10

かさま国際音楽アカデミー事業

施
策
の
目
的
に
対
す
る
事
務
事
業
の
目
的
の
直
結
度
 

非
常
に
高
い
 

 
高
い
 

 
中
 

 
低
い
 

事務事業の成果 

成果は高い 

(上位） 

成果はやや高い 

（中位） 成果は低い、ほとんど出ていない 

若しくは把握できない（下位） 

成果は普通 

（中位） 

1 

2 

3 

6 

5 

4 

9 

8 

7 


